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環境保全に関する論点

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料1-2

論点整理について、分析結果がない段階で考えた論点の流れなので、論点整理の流れについても、これまでの
議論の状況を踏まえて修正していくのがよい。（第23回有識者会議の指摘事項）
⇒（事務局の対応）論点整理後の議論を踏まえ、論点整理を赤字のとおり改訂。
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影響の分析・保全措置・モニタリング等の共通の考え方（順応的管理）

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料1-2 別紙1
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論点①トンネル掘削に伴う地下水位変化による「沢の水生生物等への影響」

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料1-2

これまで

今回
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沢の類型化

出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料2-1 P21出展：第23回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.6.23） 資料2-1 P20

沢の地形・水環境や生物の生息状況などを整理し、
35の沢を8つに類型化した。
各類型から、「注目すべき重要種が生息する沢」や、

「流量減少が予測される沢」を抽出していく。
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重点的な沢の抽出

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料2 P10

類型化の対象とした沢等の中から重点的なモニタリン
グを実施する沢（重点的な沢）を抽出し、より効果的な
モニタリングを実施する。

①類型化結果
→８つに類型化

②重要種の生息・生育状況
→重要種の確認状況（種数・得点）から、重要な沢を抽出

３点：ヤマトイワナ
２点：生息・生育環境が河川水辺と関係のある種
１点：その他の種

③上流域モデル（解析）から得られた知見
→流域に主要な断層を含み、流域内で主要な断層とトンネ
ルが交差するような沢を抽出
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沢のモニタリング項目の選定

トンネル掘削工事による沢の水生生物等への影響を確認するため、沢のモニタリングは、沢等の類型化の対
象としたすべての沢で実施する。さらに、「重点的な沢」で重点的にモニタリングを実施する。

【すべての沢でモニタリング】
①沢の流量、水温、水質（㏗、EC）の調査
最低流量と最低水温は底生動物の群集構造の序列化の結果と相

関性が高く、トンネル掘削による生物への影響を検討するうえ
で重要な項目である。

②重要種の生息・生育状況調査
希少性が高く個体数の変化を確認することは難しいと考えられ

るが調査を実施する。

【重点的な沢で特に実施する項目】
③底生動物の指標種の定量調査
流量減少が生物に影響を及ぼしているか確認するため、魚類等

の餌資源に着目し調査する。
（指標種：特に流速や水深の変化に敏感な流水中の表在性底生動物）

④植物指標種の生育状況調査
維管束植物のうち、生育環境が河川水辺と関係のある種(「植

物指標種」)は、流量変化により影響を受けやすいと考えられる。

⑤注目種の生息場調査
○河川形態
○瀬・淵、湧水、伏流、ワンド・たまり、礫、河床
材料、落葉落枝、周辺植生などの状況

（注目種：重点的な沢における生息・生育環境が河川水辺と関係の
ある重要種）

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料2 P19
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沢のモニタリング項目（①、③、④の調査）

①沢の流量、水温、水質（㏗、EC）の調査

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料2-2 P16

④植物指標種の生育状況調査

③底生動物の指標種の定量調査

【すべての沢でモニタリング】

【重点的な沢で特に実施する項目】

【重点的な沢で特に実施する項目】

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料2-2 P18 出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料2-2 P18

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料2-2 P16



9

沢のモニタリング項目（⑤注目種の生息場調査）

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料2-2 P30
出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料2-2 P15

・注目種の生息・生育環境について、「まもりたい静岡県の野生生物‐県版レッドデータブック‐動物編2019、
植物・菌類編2020」（平成31年、令和２年、静岡県）等に基づき整理した。

・調査方法は、「河川水辺の国勢調査基本調査マニュアル【河川版】」（国土交通省水管理・国土保全局河川
管理課、平成28年１月）を参考に実施する予定。

（注目種：重点的な沢における生息・生育環境が河川水辺と関係のある重要種）
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沢における環境保全措置

まずは影響の回避・低減措置を検討し、回避・低減措置を講じたとしてもなお残る影響については、
代償措置を検討する。

【回避・低減措置】
①線形変更
トンネルの機能を確保できる範囲内で線形の変更が可
能な斜坑については、地質調査の結果によっては、線
形変更による影響回避を検討する。

②薬液注入
上流域モデルによる沢の流量変化の分析の結果、トン
ネルと主要な断層の交差部における薬液注入は、沢の
流量減少量を低減する効果があることを確認。
方式：プレグラウト方式※右図（トンネル前方に注入）

ポストグラウト方式（トンネル掘削の後に実施）
注入材：水ガラス系、セメント系

【代償措置】
代償措置の項目や具体的な内容については、生物多様

性オフセットの考え方も踏まえ、地域の関係者の意見も
聞きながら、検討、実施していく。

・トンネル湧水を活用した湧水生態系の創出
・沢の環境改善
・生物の移植・播種 など

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料2 P16
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モニタリングと環境保全措置の工事段階ごとのフロー（前半）

モニタリング、環境保全措置の具体的
なフローについて、工事ステップごとに、
「重点的な沢」と「その他の沢」で整理
した。

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30）
資料2-2 P39
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モニタリングと環境保全措置の工事段階ごとのフロー（後半）

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料2-2 P39
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論点②トンネル掘削に伴う地下水位変化による「高標高部の植生への影響」

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料1-2
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「高標高部」調査概要

出展：第19回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2022.12.20） 参考資料１ P49：今回、調査結果が示されているもの。
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「高標高部」調査位置

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料3 P23
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調査①地質や地下水の帯水状況を調査（カール部） A．掘削調査

標高約2,950ｍ付近で、深度50㎝程度まで土壌を掘削し、土壌断面調査を行った。

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区
有識者会議（2023.8.30） 資料3 P10

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区
有識者会議（2023.8.30） 資料3 P31

土壌断面調査結果（カール部）

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区
有識者会議（2023.8.30） 資料3 P32

腐植を含むA層は15㎝程度であり、植物の細
根(養分や水分を吸収するための根)はA層に集
中しており、A層に含まれる土壌水を吸い上げ
ていると考えられる。
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調査①地質や地下水の帯水状況を調査（カール部） B．電気探査

電気探査は、２極法電極配置にて、測線長さ10ｍ、電極間隔
0.2ｍ、測定深度３ｍで実施。

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P34 出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P35

・電気探査の結果は、600～50000Ωｍの21色で色区分表示
寒色系：電気の流れやすい低比抵抗領域
暖色系：電気の流れにくい高比抵抗領域

・測線のほぼ全域にわたり、地表面から概ね１ｍの深さの範
囲に、概ね10000Ωｍ以上の比抵抗値の高い領域の分布が
確認された。
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調査①地質や地下水の帯水状況を調査（カール部） まとめ

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P34

・掘削調査箇所付近の比抵抗分布は、地表面から深くなるにつれて高くなる傾向が確認されており、掘削調査の結果を照らし合わせる
と、地表面から順に腐食を含むA層、腐食に乏しいB層、10㎝以上の大礫を含むＣ層となっている状況を反映していると考えられる。

・比抵抗値が高い領域を掘削調査の結果と照らし合わせると、10㎝以上の大礫を含む層（角礫層）と解釈することができ、掘削調査と
同様の深さで、電気探査の測線全体にわたり、地表面から概ね１ｍの深さの範囲に比抵抗値の高い領域が確認されることから、調査
実施箇所全体にわたり、角礫層が分布していると考えられる。

・角礫層は、高い比抵抗値を示していることから、角礫層の間隙には、水分が多く含まれているというよりは、空気が多く含まれてい
ると考えられる。

・角礫層が毛管現象により地下深部の地下水を吸い上げているとは考えづらく、角礫層の更に上部にあるＡ層、Ｂ層への水分供給は、
地下深部の地下水ではないと考えられる。
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調査①地質や地下水の帯水状況を調査（稜線部） A．掘削調査

標高約3,050ｍ付近で、深度50㎝程度まで土壌を掘削し、土壌断面調査を行った。

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区
有識者会議（2023.8.30） 資料3 P13

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区
有識者会議（2023.8.30） 資料3 P26

土壌断面調査結果（稜線部）

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区
有識者会議（2023.8.30） 資料3 P27

腐植を含むA層、B層は25㎝程度であり、植
物の細根(養分や水分を吸収するための根)はA
層、B層に集中しており、A層、B層に含まれる
土壌水を吸い上げていると考えられる。
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調査①地質や地下水の帯水状況を調査（稜線部） B．電気探査

電気探査は、２極法電極配置にて、測線長さ10ｍ、電極間隔
0.2ｍ、測定深度３ｍで実施。

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P29
出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P30

・電気探査の結果は、600～50000Ωｍの21色で色区分表示
寒色系：電気の流れやすい低比抵抗領域
暖色系：電気の流れにくい高比抵抗領域

・全体として、概ね10000Ωｍ以上の比抵抗値の高い領域の
分布が確認され、距離程5.2～10ｍ区間では、表層付近に
概ね3000Ωｍ以下の比抵抗値の低い領域の分布が確認され
た。
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調査①地質や地下水の帯水状況を調査（稜線部） まとめ

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P40

・掘削調査箇所付近の比抵抗分布は、地表面から深くなるにつれて高くなる傾向が確認されており、掘削調査の結果を照らし合わせる
と、地表面から順に腐植を含むA層、腐植に乏しいB層、10㎝以上の大礫を含むＣ層となっている状況を反映していると考えられる。

・比抵抗値が高い領域を掘削調査の結果と照らし合わせると、10㎝以上の大礫を含む層（角礫層）と解釈することができ、掘削調査と
同様の深さで、電気探査の測線全体にわたり、電気探査の測線全体にわたり比抵抗値の高い領域が確認されることから、調査実施箇
所全体にわたり、角礫層が分布していると考えられる。

・角礫層は、高い比抵抗値を示していることから、角礫層の間隙には、水分が多く含まれているというよりは、空気が多く含まれてい
ると考えられる。

・角礫層が毛管現象により地下深部の地下水を吸い上げているとは考えづらく、角礫層の更に上部にあるＡ層、Ｂ層への水分供給は、
地下深部の地下水ではないと考えられる。
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調査②高標高部の土壌や湧水等の起源を調査 B．湧水の成分分析

高標高部の湧水は、トンネル掘削箇所付近の地下深部の地下水に起因するものではなく、比較的短い滞留時間
で地表付近を動いている水であるということを確認するために採水し、化学的な成分分析を実施した。

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P68

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P70
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調査②高標高部の土壌や湧水等の起源を調査 B．湧水の成分分析

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P68

【溶存イオン分析、ｐH、ECの計測結果】
各湧水の各イオン濃度は非常に少なく、一般的に地表水や

浅層地下水に見られるようなカルシウムイオンと重炭酸イオ
ンの濃度が卓越した水質特性を示した。
深井戸（田代ダム付近）では、一般的に滞留時間の長い地

下水に見られるような、カルシウムイオンとマグネシウムイ
オンの濃度が極端少なくナトリウムイオンと重炭酸イオン濃
度が卓越した水質特性を示した。

【不活性ガス等分析の結果】
各湧水の滞留時間は約10年、深井戸（田代ダム付近）の

平均涵養標高留時間は約60年以上と推定され、各湧水と比較
して滞留時間は長い結果となった。

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料3 P70
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線状凹地の池等（駒鳥池） A．掘削調査

地質状況や地下水状況等を確認するため、鉛直下向きのオールコアボーリング（削孔径:Φ86.0㎜）を実施。

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料3 P32 出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料3 P33
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線状凹地の池等（駒鳥池） B．電気探査

地質状況の面的な広がりを地下の比抵抗分布から確認するために、探査対象深度10.0～15.0ｍ程度、測線延
長50.0ｍ程度、電極間隔1.0ｍの電気探査を実施した。

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料3 P26 出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料3 P34 静岡市加筆

・電気探査の結果は、600～20000Ωｍの21色で色区分表示
寒色系：電気の流れやすい低比抵抗領域
暖色系：電気の流れにくい高比抵抗領域

・距離程27.0～34.0ｍ付近に低比抵抗部が確認された。
厚さ1.0～2.0ｍ程度の粘土層であると考えられる。

・その下に、高比抵抗部が確認され、玉石交じり砂礫及び
粘板岩であると考えられる。
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線状凹地の池等（駒鳥池） C．池の水の成分分析

池の水がトンネル掘削箇所付近の地下深部の地下水に起因するものではなく、比較的短い滞留時間で地表付近
を動いている水であるということを確認するために池の水を採水し、化学的な成分分析を実施した。

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料3 P36

・駒鳥池の各イオン濃度は非常に少なく、一般的に地表水や
浅層地下水に見られるようなカルシウムイオンと重炭酸イオ
ンの濃度が卓越した水質特性を示した。

・六フッ化硫黄及びトリチウム分析の結果、駒鳥池の滞留時
間は約0～10年程度と推定された。

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料3 P27

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料3 P37
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線状凹地の池等（駒鳥池） 調査結果まとめ

以上のことから、駒鳥池の水は比
較的短い滞留時間で地表付近を動い
ている水が、水はけの悪い層の上部
に溜まったものと考えられるため、
駒鳥池の水とトンネル掘削箇所付近
の深部の地下水は直接的にはつな
がっていないと考えられる。

A．掘削調査
地表面付近のGL-0.35ｍ～1.35ｍで水はけの悪い層（礫混じり粘土）が確認され、その下層にはGL-1.35ｍ～
6.30ｍで玉石混じり砂礫、GL-6.30ｍ～19.60ｍで粘板岩が確認された。
安定した地下水位が地表面からGL-9.00ｍ程度にあると考えられる。

B．電気探査
ボーリング調査で確認した地質状況の面的な広がりを確認した。

C．成分分析
駒鳥池の水はトンネル掘削箇所付近の地下深部に起因するものではなく、比較的短い滞留時間で地表付近を動

いている水であると考えられる。

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料3 P40
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論点③地上部分の改変箇所における環境への影響

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料1-2



29

トンネル湧水等の放流時期、水量、水温

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料4 P59、61

・西俣ヤード付近からの放流は、工事期間中、西俣斜坑と千石斜坑からの先進坑が貫通し、導水路トンネルからトン
ネル湧水が流せるようになるまでの、一定期間に行う予定。

・椹島ヤード付近からの放流と、千石ヤード付近からの放流は、工事完了後も行う予定。
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河川水温変化の予測結果

【①西俣ヤード付近】 【②椹島ヤード付近】 ③【千石ヤード付近】

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料4 P63、65、67

【完全混合式】

排水放流箇所である①西俣ヤード付近と②椹島ヤード付近、③千石ヤード付近における河川の水温の変化を
完全混合式により予測した。
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河川水温変化による影響の低減対策

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料4 P68

実際の水温やトンネル湧水量、河川流量等を踏まえ、
可能な限り放流先河川の水温に近づけられるよう、水
温変化の低減対策を実施していく。

【西俣ヤード、椹島ヤード、千石ヤードの共通対策】

・冬季の水温上昇に対しては、次のことを考えている。
○トンネル湧水をヤード内の沈砂池を経由させ外気に曝
すこと

○曝気を行うこと
○積雪と湧水を混合してから放流すること
○放流口における減勢工の設置を行うこと 等

・放流箇所については、魚類の産卵箇所を回避する。
（水深が10～30㎝、水面が波立たないくらいの速さで
流れている淵尻や瀬の礫の川底など）

【椹島ヤードでの更なる対策】

・椹島においては、共通対策に加え、地権者の協力のも
と、ヤード付近にトンネル湧水（水質等の処理後）を
流す湧水流路等を造成し、トンネル湧水を直接河川に流
すのではなく、時間をかけて河川へ流す対策を検討する。

・湧水流路等によって、湧水を好む生物の生息・生育環境
を創出することで、ヤード付近において南アルプスの生
態系の新たな価値を生み出せることが期待できる。
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通常の発生土置き場における水質管理（排水設備計画）

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料4別冊 別14

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料4 P74

・盛土内の排水計画については、現地の水の流れる経路や地
形勾配を考慮した上で、現地盤に地下排水工を設置するこ
ととした。
具体的には、大井川沿いの水溜まり地形（ワンド地形）

やドロノキ群落への地下水の供給を考慮し、集水範囲や放
流口の位置を設定した。

・降雨等が盛土内に湛水して盛土が崩れないよう、小段部分
に水平方向へ水を排水できるような設備を設置する設計と
した。

・沈砂池に溜まる土砂は１か月に１回程度浚渫する等、適切
に維持管理する計画とする。
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通常の発生土置き場における水質管理（排水設備計画）

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料4 P75

出展：第24回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.7.26） 資料4別冊 別12、13



34

（参考）盛土の形状及び安定性

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料4別冊 別10

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料4別冊 別8

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料4別冊 別5

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料4 P77

出展：第25回リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議（2023.8.30） 資料4別冊 別7

・静岡県の大井川水系河川整備基本方針に則り、100年確率
降雨強度における河川水位に１ｍの余裕を見込んだ高さま
で、のり尻構造物を設置する設計とした。

・のり尻構造物は、100年確率降雨強度における河川高水位
時の流速やのり面の傾斜を考慮した構造の検討を行った。

・FEM動的解析にあたっては、レベル２地震動で解析を実施
しており、解析の結果、地震動を受けた盛土は法肩部で最
大13㎝の変位量であること、のり尻側や盛土の下部におい
てはそれ以下の10㎝の変位量であることを確認できた。そ
の結果、軽微な修繕で復旧可能な程度の損傷レベルである
ことを確認できた。


